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軽石回収に樹脂製配管を使用した

建
設
業
者
で
あ
る
沖
電
工

が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
同
技

術
を
用
い
た
回
収
を
提

案
。
回
収
量
の
多
さ
か
ら

注
目
を
集
め
、
１２
月
の
施

工
時
に
は
西
銘
恒
三
郎
復

興
大
臣
も
視
察
に
訪
れ

た
。
ま
た
、
約
４
万
人
が

登
録
す
る
沖
縄
の
人
気
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
「
沖
縄
サ
ム
ラ
イ
」
が

圧
送
に
よ
る
軽
石
回
収
を

取
り
上
げ
、
５７
万
回
以
上

再
生
さ
れ
る
な
ど
多
く
の

関
心
を
集
め
た
。

内
の
摩
擦
抵
抗
が
少
な

く
、
滑
り
抵
抗
も
小
さ
く

な
る
の
で
、
送
り
に
く
い

生
コ
ン
が
送
り
や
す
く
な

り
、
機
械
効
率
の
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
。
樹
脂
製
で

白
い
配
管
の
た
め
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
入
れ
ば
色
が

濃
く
な
り
、
圧
送
後
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
な
く
な
れ

ば
色
が
薄
く
な
る
の
で
、

配
管
内
の
状
況
も
目
視
で

確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
先
行
剤
や

圧
送
後
の
清
掃
時
に
使
用

す
る
ス
ポ
ン
ジ
の
状
況
も

見
え
る
た
め
、
配
管
内
の

見
え
る
化
に
つ
な
が
る
。

配
管
は
可
燃
ご
み
と
し

て
、
一
般
ご
み
と
同
じ
扱

い
で
処
分
が
可
能
で
あ
る
。

価
格
は
１
ロ
ッ
ト
（
１０

本
）
で
２０
万
円
。
１
本
あ

た
り
２
万
円
と
従
来
の
配

管
に
比
べ
る
と
や
や
高
値

だ
が
、
現
在
は
鉄
価
格
の

高
騰
で
価
格
差
が
縮
ま
っ

て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、

作
業
性
の
改
善
や
配
管
内

の
見
え
る
化
な
ど
メ
リ
ッ

ト
も
多
い
。
採
用
実
績
も

徐
々
に
増
え
て
お
り
、
作

業
性
の
良
さ
を
知
っ
た
業

者
か
ら
の
リ
ピ
ー
ト
も
出

て
い
る
と
い
う
。
こ
の
配

管
の
愛
好
者
で
あ
る
川
端

工
業
（
福
井
市
、
中
村
光

宏
社
長
）
で
は
、
一
般
の

圧
送
工
事
で
も
標
準
使
用

し
て
い
る
。

昨
秋
、
福
徳
岡
ノ
場
海

底
火
山
噴
火
に
由
来
す
る

と
み
ら
れ
る
漂
流
軽
石
が

沖
縄
県
や
鹿
児
島
県
、
伊

豆
大
島
各
地
の
港
に
漂
着

し
、
漁
船
や
フ
ェ
リ
ー
の

発
着
に
影
響
が
出
た
。
各

地
で
様
々
な
手
法
で
軽
石

が
回
収
さ
れ
た
が
、
名
和

で
は
沖
縄
県
の
圧
送
業
者

の
沖
成
（
沖
縄
市
、
仲
宗

根
出
社
長
）
か
ら
相
談
を

受
け
、
極
東
開
発
工
業
の

ス
ク
イ
ー
ズ
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
Ｐ
Ｈ
６５

―
１８
を
一
部
改
造
し
、
吸

引
圧
送
よ
る
軽
石
回
収
を

行
っ
た
。
こ
の
時
、
海
水

も
圧
送
す
る
こ
と
か
ら
、

鉄
製
配
管
で
は
錆
の
問
題

も
懸
念
さ
れ
、
ら
く
ラ
ッ

ク
エ
ア
ー
を
使
用
し
た
。

改
造
さ
れ
た
ス
ク
イ
ー

ズ
ポ
ン
プ
車
は
後
部
の

ホ
ッ
パ
ー
を
取
り
は
ず

し
、
ド
ラ
ム
と
接
続
さ
れ

て
い
る
ポ
ン
ピ
ン
グ

チ
ュ
ー
ブ
と
吸
引
ホ
ー
ス

を
ソ
ケ
ッ
ト
で
固
定
し

た
。
吸
引
ホ
ー
ス
先
端
部

に
海
面
よ
り
上
向
け
に
な

る
よ
う
吸
引
口
を
取
り
付

け
、
特
殊
な
治
具
で
ブ
ー

ム
先
端
と
固
定
。
ブ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
ホ
ー
ス
の
移
動

を
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

吐
出
側
は
ら
く
ラ
ッ
ク
エ

ア
ー
を
使
用
し
て
搬
送
口

ま
で
配
管
し
、
軽
石
を
回

収
し
た
。

昨
年
１１
月
に
仲
尾
次
漁

港
内
と
今
帰
仁
村
屋
我
漁

港
入
江
内
で
吸
引
圧
送
を

実
験
し
、
１
時
間
あ
た
り

約
１
０
０
０
～
１
５
０
０

茜
の
軽
石
を
回
収
し
た
。

名
和
の
吉
田
輝
義
常
務
執

行
役
員
は
「
人
力
や
バ
ッ

ク
ホ
ウ
な
ど
に
よ
る
回
収

が
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、

軽
石
は
海
水
表
面
に
浮
い

て
い
る
粒
の
よ
う
な
も
の

で
、
回
収
量
が
少
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
ポ
ン
プ
車

に
よ
る
回
収
は
他
の
提
案

に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多

く
、
３
時
間
半
の
作
業
で

中
型
ダ
ン
プ
車
１０
台
分
回

収
で
き
た
」と
説
明
す
る
。

作
業
員
は
１
人
対
応
が

可
能
で
、
取
り
付
け
か
ら

ブ
ー
ム
操
作
ま
で
実
際
に

１
人
で
行
っ
た
。「
配
管
が

軽
量
な
た
め
、
敷
設
作
業

も
１
人
で
行
う
こ
と
が
で

き
た
」（
吉
田
常
務
）。
吐

出
口
で
は
海
水
と
軽
石
を

選
別
す
る
機
材
も
開
発

し
、
軽
石
だ
け
の
回
収
も

可
能
と
す
る
な
ど
、
作
業

の
効
率
化
も
図
っ
た
。

そ
の
後
、
沖
縄
県
内
の

る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン

プ
で
使
わ
れ
る
圧
送
配
管

の
素
材
を
従
来
の
鉄
か
ら

樹
脂
に
変
え
、
軽
量
化
を

図
っ
た
も
の
。
配
管
作
業

が
容
易
に
な
り
、
作
業
効

率
も
ア
ッ
プ
す
る
ほ
か
、

圧
送
性
改
善
の
効
果
も
あ

る
。
昨
秋
、
南
西
諸
島
や

伊
豆
大
島
を
悩
ま
し
た
軽

石
問
題
で
沖
縄
県
内
の
漁

港
で
の
回
収
作
業
時
に
も

同
配
管
が
使
用
さ
れ
た
。

ら
く
ラ
ッ
ク
エ
ア
ー
は

４
Ｂ
（
１
０
０
Ａ
）
管
で
、

配
管
の
外
径
は
φ
１
２

５
、
内
径
は
φ
１
１
０
。

１
本
の
長
さ
は
３
斡
で
、

重
量
は
８
・
３１
茜
と
従
来

の
鉄
製
管
に
比
べ
半
分
の

重
量
で
、
片
手
で
運
べ
、

作
業
員
の
腰
痛
対
策
に
も

つ
な
が
る
。
ま
た
、
配
管

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
機

材
大
手
の
名
和
（
東
京
都

港
区
、
０３
・
３
５
０
１
・

１
３
１
６
、
朝
比
奈
成
樹

社
長
）
が
開
発
し
た
次
世

代
圧
送
配
管
「
Ｒ
Ａ
Ｋ

Ｕ

ｌ
ｕ
ｃ
ｋ

Ａ
ｉ

ｒ
」（
ら
く
ラ
ッ
ク
エ

ア
ー
、
国
際
特
許
申
請
済

み
）
が
注
目
を
集
め
て
い

樹
脂
製
配
管
に
注
目

重
量
半
分
で
作
業
性
改
善

名和

で
強
ま
っ
て
い
る
。
協
組

で
は
近
年
、
廃
業
に
よ
る

脱
退
が
出
て
お
り
、
昨
年

度
末
も
２
社
が
廃
業
に

よ
っ
て
脱
退
し
た
。「
と
も

に
従
業
員
不
足
や
後
継
者

が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
廃

業
を
決
断
し
た
。
今
後
、

若
手
従
業
員
問
題
が
片
付

く
ま
で
続
く
だ
ろ
う
」

（
同
）。各
社
は
人
材
募
集

を
行
う
た
め
、
数
百
万
円

単
位
の
求
人
広
告
を
打
っ

て
い
る
が
、
採
用
に
至
る

ケ
ー
ス
が
少
な
い
。
こ
れ

ら
の
経
費
も
各
社
の
経
営

課
題
と
し
て
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。

に
配
属
で
き
そ
う
だ
」（
秋

山
理
事
長
）。

中
期
的
に
は
日
本
人
の

若
手
従
業
員
の
入
職
が
な

い
と
業
界
の
存
続
が
危
う

い
と
い
う
声
が
組
合
員
内

る
。
労
働
力
不
足
を
外
国

人
技
能
実
習
生
で
補
っ
て

お
り
、
同
協
組
は
２
０
１

８
年
に
一
般
監
理
団
体
と

し
て
登
録
、
実
習
生
事
業

を
通
じ
て
組
合
員
に
実
習

生
の
あ
っ
旋
を
行
っ
て
い

る
。
出
足
は
順
調
だ
っ
た

が
、
２０
年
に
コ
ロ
ナ
禍
で

出
入
国
管
理
が
厳
し
く

な
っ
て
か
ら
、
実
習
生
の

採
用
も
急
減
し
た
。
秋
山

理
事
長
は
「
外
国
人
実
習

生
が
い
な
い
と
圧
送
業
は

成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い

る
」
と
語
り
、
実
習
生
が

貴
重
な
戦
力
で
あ
る
と
い

う
。
出
入
国
管
理
の
緩
和

が
始
ま
り
、
再
び
技
能
実

習
生
の
来
日
に
め
ど
が
つ

い
た
こ
と
か
ら
「
順
調
に

い
け
ば
今
夏
以
降
、
各
社

る
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
外
国
人
実
習
生
の
入

国
遅
れ
や
若
手
従
業
員
不

足
な
ど
人
手
不
足
が
深
刻

化
し
、
廃
業
に
よ
る
脱
退

が
出
始
め
て
い
る
。

首
都
圏
の
建
設
市
場
は

虎
ノ
門
・
麻
布
台
工
事
が

佳
境
を
迎
え
て
い
る
ほ

か
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

工
事
や
新
宿
再
開
発
工
事

が
今
後
本
格
化
す
る
。
ま

た
、
神
奈
川
県
内
も
新
東

名
高
速
工
事
や
物
流
倉

庫
、
横
浜
市
内
の
民
間
工

事
が
継
続
し
て
い
る
。
た

だ
、
組
合
員
各
社
の
規
模

と
主
要
取
引
先
ゼ
ネ
コ
ン

の
受
注
動
向
に
左
右
さ
れ

て
お
り
、
全
社
の
受
注
量

の
回
復
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
秋
山
理
事
長
は
「
全

体
量
が
決
し
て
多
く
な
っ

た
と
は
思
わ
な
い
。
組
合

員
で
も
仕
事
量
の
濃
淡
が

は
っ
き
り
分
か
れ
て
お

り
、
格
差
が
出
て
い
る
」

と
い
う
。

こ
う
し
た
中
、
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が

人
手
不
足
へ
の
対
応
で
あ

る
。
若
手
の
入
職
が
少
な

く
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

神
奈
川
県
コ
ン
ク
リ
ー

ト
圧
送
業
協
同
組
合
（
横

浜
市
西
区
、
秋
山
一
彦
理

事
長
）
は
首
都
圏
最
大
の

圧
送
組
合
で
あ
る
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
工
事

終
息
後
、
低
調
だ
っ
た
工

事
量
も
東
京
都
内
を
中
心

に
大
型
再
開
発
工
事
が
動

き
始
め
、
一
部
の
協
組
員

は
活
況
に
移
り
つ
つ
あ 秋山理事長

仕
事
量
で
格
差
広
が
る

人
手
不
足
で
廃
業
も
増
加

神奈川
損
害
保
険
会
社
と
共
同
で

賠
償
責
任
保
険
も
開
発

し
、
万
一
の
事
故
時
の
損

害
発
生
時
に
適
用
す
る
。

組
合
員
か
ら
「
車
両
価

格
や
鋼
製
配
管
、
ゴ
ム

ホ
ー
ス
、
燃
料
費
が
高
騰

す
る
な
ど
あ
ら
ゆ
る
物
が

上
昇
し
、経
営
が
厳
し
い
。

さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

で
さ
ら
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
の
上
昇
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
働
き
方
改
革

な
ど
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因

も
あ
る
」（
同
）
と
い
う
声

が
協
組
に
対
し
て
出
て
い

る
。
今
後
の
働
き
方
改
革

を
含
め
た
こ
れ
ら
の
対
応

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て

い
る
。

熱
中
症
対
策
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
全
ポ
ン
プ
車
に

「
熱
中
症
応
急
処
置
セ
ッ

ト
」
を
配
備
し
た
ほ
か
、

全
員
に
空
調
服
セ
ッ
ト

（
服
・
フ
ァ
ン
・
バ
ッ
テ

リ
ー
）
を
３
年
に
１
回
、

服
は
別
途
毎
年
支
給
し
て

い
る
。

安
全
に
寄
与
す
る
製
品

や
保
険
の
開
発
も
進
め
て

い
る
。
製
品
で
は
圧
送
用

養
生
シ
ー
ト
の
開
発
を
大

手
商
社
と
共
同
で
進
め
て

い
る
。
こ
れ
は
配
管
が
破

裂
し
た
際
に
生
コ
ン
が
飛

び
散
り
、
作
業
員
が
怪
我

す
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た

な
い
た
め
、
飛
散
防
止
に

使
用
す
る
目
的
だ
。ま
た
、

果
は
１３
編
の
論
文
に
ま
と

め
ら
れ
、
９
月
の
建
築
学

会
北
海
道
大
会
で
発
表
す

る
予
定
だ
。

今
年
の
実
験
計
画
は
現

在
検
討
中
だ
が
、
協
組
で

は
「
近
畿
地
区
で
は
閉
塞

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ

の
解
明
を
ど
う
す
る
か
考

え
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

先
行
剤
の
リ
ク
エ
ス
ト
も

組
合
員
か
ら
出
て
い
る
」

（
同
）。引
き
続
き
検
討
を

重
ね
、
今
秋
の
Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ

ｄ
実
験
開
催
を
目
指
す
。

技
術
だ
け
で
な
く
、
安

全
に
力
を
入
れ
る
の
も
近

圧
協
の
特
徴
で
、
毎
年
６

月
に
安
全
大
会
を
開
い
て

い
る
。
安
全
衛
生
面
で
は

か
、
呼
び
強
度
が
や
や
高

い
普
通
コ
ン
を
圧
送
す
る

場
合
の
留
意
点
、
呼
び
強

度
が
低
い
普
通
コ
ン
を
圧

送
す
る
場
合
の
留
意
点
な

ど
を
把
握
し
た
。
そ
の
成

と
い
っ
た
大
型
車
を
用
い

た
実
験
が
中
心
だ
っ
た

が
、
近
圧
協
会
員
が
保
有

す
る
車
両
の
半
分
は
ス
ク

イ
ー
ズ
式
で
、
稼
働
実
績

は
６
割
を
占
め
る
こ
と
か

ら
、
ス
ク
イ
ー
ズ
式
ポ
ン

プ
に
焦
点
を
当
て
た
実
験

を
行
っ
た
」（
協
組
）。
実

験
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

圧
送
性
を
把
握
し
、
管
内

圧
力
損
失
Ｋ
値
や
吸
込
み

効
果
、
閉
塞
危
険
性
に
つ

い
て
ピ
ス
ト
ン
式
ポ
ン
プ

車
と
の
比
較
を
行
っ
た
ほ

技
術
・
安
全
に
注
力

業
界
の
地
位
向
上
に
努
め
る

近畿

熟
練
技
能
者
が
減
っ
て
い

く
な
か
、
技
能
の
伝
承
が

で
き
な
く
て
も
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て

い
る
」
と
し
、
引
き
続
き

圧
送
業
の
課
題
を
掘
り
出

し
、
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
や

求
め
ら
れ
る
機
能
を
追
加

さ
せ
て
い
く
。

だ
。
岡
社
長
は
「
テ
ー
マ

と
し
て
２
つ
あ
り
、
ベ
テ

ラ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

よ
り
高
い
技
術
を
発
揮
す

る
側
面
が
あ
る
ほ
か
、
経

験
が
浅
い
方
で
も
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
で
高

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

し
、
ポ
ン
プ
の
あ
ら
ゆ
る

状
況
が
一
目
で
分
か
る
よ

う
に
な
っ
た
。

同
社
で
は
今
後
も
ア
ー

ゴ
ニ
ッ
ク
を
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
さ
せ
、
よ
り
操
作

性
と
機
能
を
高
度
化
し
た

サ
ー
ビ
ス
で
ユ
ー
ザ
ー

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
方
針

ポ
ン
プ
車
側
面
の
カ

ラ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
改

良
を
重
ね
た
。
こ
れ
ま
で

英
語
表
記
だ
っ
た
が
、
日

本
語
表
記
を
追
加
し
た
ほ

か
、
外
国
人
労
働
者
向
け

の
多
言
語
化
も
可
能
と
し

た
。
さ
ら
に
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
の
見
や
す
さ
も
重
視

動
で
示
す
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
岡
社
長
は
「
故

障
予
防
に
加
え
、
万
が
一

故
障
が
発
生
し
た
場
合
も

マ
シ
ン
自
ら
が
対
応
方
法

を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
示
す
こ

と
も
可
能
に
な
っ
た
点
が

ア
ー
ゴ
ニ
ッ
ク
３
・
０
の

最
大
の
特
徴
」
と
語
る
。

見
る
限
り
、
非
常
に
関
心

が
高
い
こ
と
が
分
か
っ

た
」
と
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー

ズ
を
つ
か
ん
だ
こ
と
に
自

信
を
示
す
。

Ｂ
Ｓ
Ｆ
２７
―
４
は
ド
イ

ツ
と
日
本
の
技
術
者
が
共

同
で
開
発
し
た
車
両
だ
。

高
い
機
動
性
の
実
現
を
目

指
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
２

軸
ト
ラ
ッ
ク
（
４
×
２

シ
ャ
シ
）
で
、
ブ
ー
ム
長

は
２７
斡
４
段
Ｚ
型
と
し

た
。
心
臓
部
分
の
ポ
ン
プ

は
プ
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
の
特

徴
で
あ
る
高
性
能
シ
ョ
ッ

ク
レ
ス
Ｆ
Ｆ
Ｈ
メ
イ
ン
ポ

ン
プ
と
ド
ラ
イ
ブ
シ
リ
ン

ダ
ー
機
構
に
よ
る
振
動
を

軽
減
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
ポ

ン
ピ
ン
グ
を
可
能
に
し

た
。情

報
を
一
元
化

同
社
の
ポ
ン
プ
車
は
ポ

ン
プ
、
ブ
ー
ム
、
動
力
、

作
業
範
囲
な
ど
を
電
子
制

御
す
る
ア
ー
ゴ
ニ
ッ
ク
を

開
発
し
、
年
月
を
か
け
て

進
化
さ
せ
て
き
た
。
蓄
積

し
た
多
く
の
知
見
を
集
約

し
て
開
発
し
た
最
新
の

ア
ー
ゴ
ニ
ッ
ク
３
・
０
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車

の
ブ
レ
ー
ン
（
頭
脳
）
と

な
る
も
の
で
、
Ｂ
Ｓ
Ｆ
２７

―
４
か
ら
搭
載
を
開
始
し

た
。
ポ
ン
プ
車
側
面
に
７

イ
ン
チ
の
デ
ジ
タ
ル
カ

ラ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
搭

載
、
様
々
な
情
報
を
一
元

化
し
て
い
る
。

最
新
シ
ス
テ
ム
の
狙
い

は
「
安
全
性
の
向
上
」「
経

済
性
の
向
上
」「
ダ
ウ
ン
タ

イ
ム
の
低
減
が
図
れ
る
」

の
３
点
。
そ
し
て
、
ユ
ー

ザ
ー
の
操
作
性
を
徹
底
的

に
追
求
し
、
大
型
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
使
い
直
感
的
な

操
作
を
可
能
な
も
の
と
し

た
。
安
全
性
の
向
上
で
は

ブ
ー
ム
の
誤
操
作
で
転
倒

す
る
事
故
が
年
数
件
発
生

し
て
い
る
が
、「
ア
ウ
ト
リ

ガ
ー
の
張
り
出
し
も
含

め
、
こ
れ
以
上
旋
回
す
る

と
転
倒
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
、
自
動
的
に
リ
ス
ク
を

判
断
し
、
制
御
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
」（
岡
社

長
）。
経
済
性
向
上
で
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
動
力

源
と
な
る
エ
ン
ジ
ン
を
制

御
す
る
こ
と
で
最
適
な
稼

働
が
可
能
に
な
る
。「
燃
費

の
向
上
や
摩
耗
の
減
少
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
見
込

め
る
」（
同
）。

安
全
性
、
経
済
性
に
つ

い
て
は
従
来
の
ア
ー
ゴ

ニ
ッ
ク
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
な
る
が
、
ダ
ウ

ン
タ
イ
ム
の
低
減
は
今
回

の
ア
ー
ゴ
ニ
ッ
ク
３
・
０

か
ら
本
格
的
に
追
加
さ
れ

た
機
能
と
な
っ
た
。
ダ
ウ

ン
タ
イ
ム
と
は
ポ
ン
プ
に

と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ

る
故
障
を
指
す
。
ポ
ン
プ

の
あ
ら
ゆ
る
箇
所
に
セ
ン

サ
ー
を
設
置
し
て
早
期
に

エ
ラ
ー
を
検
知
し
、
対
応

の
ア
ド
バ
イ
ス
ま
で
を
自

プ
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ャ

パ
ン
（
千
葉
県
八
街
市
、

０
４
３
・
４
９
７
・
５
４

５
４
、
岡
勇
樹
社
長
）
は

日
本
市
場
向
け
に
開
発
し

た
セ
ミ
ロ
ン
グ
ブ
ー
ム

「
Ｂ
Ｓ
Ｆ
２７
―
４
」
の
販

売
を
昨
秋
か
ら
開
始
し

た
。
併
せ
て
制
御
シ
ス
テ

ム
を
「
Ｅ
ｒ
ｇ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ

３
・
０
」（
ア
ー
ゴ
ニ
ッ
ク

３
・
０
）
に
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
た
。
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
の
反
応
は
好
評

で
、岡
社
長
は「
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を

制
御
シ
ス
テ
ム
を
改
良

故
障
の
早
期
検
知
も
可
能

プツマイスター

側面のデジタルカラーディスプレイ

き
、
現
場
で
材
料
を
練
り

混
ぜ
打
設
す
る
。
福
井
県

内
の
民
間
工
事
を
中
心
に

実
績
を
伸
ば
し
て
お
り
、

直
近
で
は
公
共
工
事
の
実

績
も
出
始
め
た
。「
月
平
均

６
０
０
～
７
０
０
愛
程

度
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
工

事
を
請
け
負
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
も
導

入
し
、
大
断
面
工
事
に
も

対
応
し
て
い
る
」（
同
）。

福
井
地
区
で
は
北
陸
新

幹
線
延
伸
工
事
が
終
息
し

た
た
め
、
今
後
の
事
業
展

開
を
検
討
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
郡
部
で
生
コ
ン
供
給

が
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
モ

バ
イ
ル
ミ
キ
サ
車
を
用
い

た
生
コ
ン
打
設
を
持
ち
か

け
ら
れ
、
同
事
業
の
強
化

を
行
っ
て
い
る
。「
土
木
は

Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
発
注
者
承
認
で
で
き

る
た
め
、
一
貫
施
工
が
可

能
と
な
っ
た
」（
同
）。

生
コ
ン
工
場
の
設
備
と

異
な
る
た
め
大
量
打
設
は

難
し
い
が
、
生
コ
ン
供
給

の
難
し
い
山
間
部
の
砂
防

堰
堤
や
離
島
の
海
岸
保
全

な
ど
で
可
能
性
が
高
い
と

見
込
む
。「
来
月
か
ら
あ
る

離
島
の
海
岸
保
全
工
事
で

採
用
さ
れ
、
モ
バ
イ
ル
ミ

キ
サ
車
と
ポ
ン
プ
車
を
現

地
に
派
遣
し
、
水
中
コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
の
打
設
、

打
込
み
を
当
社
で
行
う
」

（
同
）。同
社
で
は
材
料
の

支
給
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も

打
設
が
で
き
る
と
し
、
ゼ

ネ
コ
ン
各
社
へ
の
提
案
も

重
ね
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
実
績
を
踏
ま

え
同
社
は
圧
送
以
外
の
柱

が
で
き
る
と
見
込
み
、
設

備
投
資
を
進
め
て
い
る
。

モ
バ
イ
ル
ミ
キ
サ
は
現
在

２
台
保
有
し
て
い
る
が
、

中
村
社
長
は
「
３
台
目
の

検
討
を
進
め
て
い
る
」
と

話
す
。
舗
装
や
僻
地
向
け

の
生
コ
ン
供
給
の
ほ
か
、

補
修
工
事
向
け
の
少
量
生

コ
ン
供
給
の
需
要
に
も
応

え
る
。
圧
送
向
け
で
は
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
ブ
ー
ム
車

や
配
管
な
ど
を
更
新
す
る

ほ
か
、
モ
バ
イ
ル
プ
レ
ー

シ
ン
グ
ブ
ー
ム
や
４７
斡
の

ロ
ン
グ
ブ
ー
ム
車
も
保
有

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機

材
を
活
か
し
た
技
術
提
案

も
進
め
て
い
く
。

残
コ
ン
や
戻
り
コ
ン
を

削
減
す
る
材
料
の
開
発
・

使
用
も
継
続
し
て
い
る
。

同
社
で
は
先
行
モ
ル
タ
ル

に
代
わ
る
先
行
材
「
モ
レ

ス
テ
」、
残
コ
ン
処
理
剤

「
残
コ
ン
バ
ス
タ
ー
」
の

営
業
に
力
を
入
れ
、
同
社

で
も
使
用
し
て
い
る
。

が
舗
装
事
業
で
使
用
し
て

い
る
モ
バ
イ
ル
ミ
キ
サ
車

を
活
用
し
て
、
生
コ
ン
製

造
、
打
設
を
一
貫
し
た
事

業
を
提
案
、
北
陸
地
区
の

郡
部
で
来
月
施
工
す
る
。

同
社
は
福
井
県
内
を
中

心
に
滋
賀
県
か
ら
富
山
県

で
広
く
圧
送
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
基
本
的
に
福

井
以
外
で
仕
事
を
す
る
際

は
他
の
圧
送
業
者
の
下
請

で
入
る
こ
と
が
多
い
が
、

「
ゼ
ネ
コ
ン
の
要
請
が
あ

る
場
合
は
直
接
請
け
負
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
」（
中
村
社

長
）
と
い
う
。
ま
た
、
圧

送
以
外
で
は
粗
骨
材
に
廃

瓦
を
使
用
し
た
透
水
性
コ

ン
ク
リ
ー
ト
「
ス
マ
イ
ル

コ
ン
ク
リ
ー
ト
」（
ス
マ
コ

ン
）の
販
売
、施
工
を
行
っ

て
い
る
。
ス
マ
コ
ン
は
モ

バ
イ
ル
ミ
キ
サ
車
で
出
向

川
端
工
業
（
福
井
市
、

０
７
７
６
・
５９
・
２
３
３

６
、
中
村
光
宏
社
長
）
は
、

圧
送
業
だ
け
に
こ
だ
わ
ら

な
い
事
業
展
開
を
強
化
し

て
い
る
。
最
近
で
は
同
社

製
造
か
ら
打
設
ま
で
提
案

離
島
保
全
工
事
で
採
用

川端工業

機材を活かした技術提案を進めている

昨年はスクイーズ式ポンプの圧送性実験を行った

近
畿
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

圧
送
協
同
組
合
（
大
阪
市

西
区
、香
崎
清
次
理
事
長
）

は
日
本
建
築
学
会
近
畿
支

部
材
料
・
施
工
部
会
ポ
ン

プ
工
法
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
と
共
同

で
、
２
０
０
４
年
か
ら
圧

送
技
術
の
向
上
や
圧
送
性

評
価
の
た
め
の
大
規
模
な

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
実
験
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
成
果
は
両

者
が
共
催
す
る
圧
送
技
術

研
究
会
や
日
本
建
築
学
会

全
国
大
会
で
も
発
表
し
、

圧
送
業
界
の
地
位
向
上
に

努
め
て
き
た
。

毎
年
春
か
ら
夏
に
か
け

て
研
究
テ
ー
マ
と
実
験
計

画
を
策
定
し
、
秋
ご
ろ
に

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
実
験
を
開

催
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に

論
文
を
作
成
し
、
２
月
下

旬
に
圧
送
技
術
研
究
会
で

成
果
を
発
表
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
ス
ク
イ
ー
ズ
式

ポ
ン
プ
を
用
い
た
圧
送
性

の
確
認
を
行
い
、
そ
の
成

果
を
検
証
し
た
。「
こ
れ
ま

で
は
ピ
ス
ト
ン
式
ポ
ン
プ
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